


 

 

 

はじめに 

 

 平成 21 年９月１日現在、県内の公立小中学校に在籍する日本語指導が必要な外国人児童

生徒の数は 1,538 人であり、前年度より 52 人増加しました。また、日本語指導が必要な外

国人児童生徒が在籍する学校数は 193 校となり、当該児童生徒が５人以下の在籍の学校は

在籍校中の約 66％となっています。このような状況のもと、各学校においては、日本語で

学ぶ力を身につけるための指導や学校生活に適応するための指導に加え、発達段階や文化

のちがいに配慮し、個別に対応し効果的に指導できるよう工夫していくことが必要になっ

てきています。 

 そこで、県教育委員会では、平成 19 年度から、受け入れ時から日本語による学習言語の

習得までを見通した指導が各学校で効果的に行われるよう、県内で広く使用されている日

本語指導教材「みえこさんのにほんご」シリーズ等をもとに、教師向けの日本語指導の手

引きを４期に分けて作成しています。 

 平成 19 年度は、「日本語指導の手引き①－受け入れにあたって－」を作成・配付し、各

学校の受入体制等のさらなる充実をはかりました。平成 20 年度は、初期適応時の日本語指

導を進めるにあたっての必要な取組や配慮事項、日常的に使う話し言葉の指導とひらが

な・カタカナの指導について取りあげ、日本語指導を必要とする外国人児童生徒への指導

に役立つ手引きとして、「日本語指導の手引き②－初期適応時の日本語指導と教材－」を作

成・配付しました。 

 本年度については、第３期「教科学習につながる教材と指導方法」として、教科等の学

習の視点や必要な取組、配慮事項について取り上げました。また、外国人児童生徒への取

り出し指導等で行われている具体的な教材や指導方法例、教科等の学習を支援する取組例

を紹介しています。 

外国人児童生徒の学習の実態に応じて、本手引きをご活用ください。また、県内のどの

学校においても日本語指導が必要な子どもを受け入れ、多文化共生の視点に立ち、効果的

な日本語指導や教科指導等が実践できるよう、本手引きを研修や実践交流会の場でも積極

的に活用いただきたいと考えています。 
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＊１   四日市市教育委員会ホームページに掲載されています。 

ホームページアドレス（http://www.city.yokkaichi.mie.jp/kyouiku/） 




